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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】
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～くわばら、くわばら～

「くわばら、くわばら」という雷除けのおまじないをご存知ですか？京都の人から

天神さんと親しまれている、梅で有名な北野天満宮ですが、平安時代、京の人々に

とって恐ろしい存在となった道真公の怨霊を鎮める為に建立されました。道真公は

藤原時平の陰謀で大宰府に左遷され、その 2年後この世を去ります。以降、京の

都に幾度も雷が落ち、時平も 39歳で突然の死を迎えます。更に、天皇の後を継ぐ

皇子が次々と亡くなり、誰もが道真の祟りと恐れました。そしてその 5年後、大きな

落雷と共に内裏の清涼殿が大火事になり、朝廷の多くの人が亡くなり、それを見て

体調を崩した醍醐天皇までもがこの世を去ったのです。さすがの藤原氏も道真の

怨霊と恐れをなし、道真の右大臣として名誉を回復させ、北野天満宮を建立し

道真を祀りました。さて、本題の「くわばら、くわばら」という呪文に出て来る、この

くわばらですが、実は約 1100年後の今も存在する地名です。京の町中、何度も雷

が落ちたのですが、一ヵ所だけ落ちなかった場所があり、それが桑原＝くわばら

だったのです。それ以来、人々は雷が鳴るとくわばら、くわばらと唱えるようになり

おまじないが浸透していきました。京都市中京区桑原町、一度調べてみて下さい。


